
1. 道庁テレワークデイズの取組を通じたテレワークの実践
2. 普段、出張時、災害時などの場面に応じた活用

3. 職員カイゼン提案による実践事例の横展開

Smart道庁の推進について

組織活力の向上、道民サービスの向上

目的

1

公用スマホの活用

勤務環境の充実と
仕事のやり方の改善

職員の意識と
行動の変革

資料１



＜Let’s begin！ テレワーク！！＞
 全職員※１を対象に集中実施期間中１回以上の

テレワーク※２の実施を呼びかけ
※１ 窓口業務など出勤が不可欠な業務に従事している職員を除く
※２ テレワークには、モバイルワーク、在宅勤務、サテライト勤務のほか、リモート会議も含める

＜テレワークで地域に飛び出せ＞
 地域ニーズや課題の把握に資するよう、出張の際は、

各地域の「どこでもオフィス」の積極的な利用や、
モバイルワークの積極的な実践に努める

Smart道庁の推進について『 道庁テレワークデイズ2022 』
第2回集中実施期間

7/19～8/31
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